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オプトアウト用情報公開文書２（複数施設研究） 

１．研究課題名 進行肝細胞癌において薬物療法の治療効果を予測するバイオマーカーの

探索 

２．研究の対象 2012年 4 月～2023 年 7月に当院で分子標的治療薬（ネクサバール，

スチバーガ、レンビマ、サイラムザ）による肝細胞癌治療を受け、先

行している臨床研究「肝細胞癌に対する薬物療法施行症例の多施設共

同前向き観察研究」に同意の上、登録された方 

３．研究目的・方法 【目的】進行肝細胞癌において薬物療法の治療効果を予測するバイオマ

ーカーを同定する事． 

【方法】既存の保存試料（腫瘍組織と血清）を用いて治療効果予測因子

と思われる分子の発現を調べる． 

【期間】施設承認～ 2025年 3 月 31日（□延長の可能性あり） 

４．研究に用いる試料・

情報の種類 

情報：病歴、画像検査結果，治療効果，カルテ番号 等 

試料：腫瘍組織と血清 

５．外部への試料・情

報の提供 

 

研究対象者の試料・情報は匿名化（氏名等、個人を特定できる情報を

削除し、代わりに関連のない研究独自の記号・番号を付け）して対応

表を作成します。対応表は、当院の研究責任者が院内で厳重に保管・

管理します。研究元へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセ

スできない状態で電子媒体（USB や CD-ROM 等）に記録して郵送す

るか、電子ファイルのメール添付にて行います。 

６．研究組織 ［研究代表施設］ 

大阪大学医学部 消化器内科 竹原徹郎 

［共同研究施設］ 

市立池田病院 澤井 良之 

大阪国際がんセンター 大川 和良 

独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター 三田 英治 

市立貝塚病院 垣田 成庸 

７．お問い合わせ先 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合

わせ下さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財

産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する

ことが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんも

しくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象

としませんので、2020 年 12 月 31 日までに、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
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  市立貝塚病院  消化器内科・  垣田成庸 （研究責任者）  

〒597-0015 大阪府貝塚市堀 3丁目 10 番 20号 

TEL:072-422-5865  FAX:072-439-6061 

研究代表者： 

  大阪大学大学院医学系研究科 消化器内科学講座 竹原 徹郎 

 

tel:072-422-5865

